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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
銀
色
と
紫
色

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
４
０
３
Ｄ

【
作
者
名
】

　
邪
餽
 

珀
磨

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
の
闘
い
か
ら
約
１
０
年
。
月
神
キ
ー
ル
は
、
ア
ル
テ
ミ
ス
・
き
ら
・
夜
王

―
―
―
ア
ル
と
名
乗
っ
て
、
再
び
あ
の
街
に
帰
っ
て
来
た
。
『
生
き
た
証
』
の

続
編
で
す
。
主
旨
が
逸
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
暖
か
い
目
で
見
守

っ
て
戴
け
る
と
有
り
難
い
で
す
。
感
想
・
評
価
・
誤
字
脱
字
等
の
注
意
。
な
ん

で
も
い
い
の
で
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ
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１
の
話
：
別
れ
↓
始
ま
り
（
前
書
き
）

始
め
で
す
の
で
、
短
め
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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１
の
話
：
別
れ
↓
始
ま
り

「
ア
イ
ツ
等
、
オ
レ
が
死
ん
だ
と
思
っ
て
ん
だ
ろ
ぉ
な
」

「
そ
う
だ
な
・
・
・
っ
て
、
も
う
行
く
の
か
？
」

　
燦
々
と
降
る
雪
の
中
、
傷
付
い
た
身
体
を
起
こ
し
な
が
ら
紫
色
の
そ
い
つ
は

言
う
。

　
銀
色
の
そ
い
つ
も
笑
っ
て
答
え
た
。

　
が
、
銀
色
の
方
は
別
れ
を
惜
し
む
よ
う
に
起
き
上
が
っ
た
。

「
あ
あ
。
ま
ぁ
、
明
日
の
こ
と
は
獣
人
族
に
も
分
か
ら
な
い
―
―
」

ワ
イ
ル
ド
ハ
ー
フ

「
”
生
き
て
た
ら
、
ま
た
逢
お
う
”
・
・
・
だ
ろ
？
」

　
紫
色
の
そ
い
つ
は
、
あ
あ
・
・
・
、
と
相
槌
を
打
ち
、
白
い
景
色
の
中
へ
と

消
え
て
い
っ
た
。
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そ
れ
か
ら
約
１
０
年
。

　
そ
の
街
に
再
び
帰
っ
て
来
た
紫
色
の
そ
い
つ
は
、
『
死
ん
だ
』
と
思
っ
て
い

る
『
ア
イ
ツ
等
』
に
バ
レ
な
い
よ
う
に
髪
を
染
め
、
瞳
の
色
を
変
え
（
カ
ラ
コ

ン
）
、
偽
名
を
名
乗
っ
て
い
た
。

　
そ
い
つ
の
名
は
、
”
ア
ル
テ
ミ
ス
・
き
ら
・
夜
王
”
。

　
通
称
『
ア
ル
』
。

　
本
名
、
”
月
神
キ
ー
ル
”
。
コ
ウ
モ
リ
の
獣
人
族
で
あ
る
。

【
動
物
園
】

　
そ
こ
に
、
ア
ル
は
い
た
。

　
昔
、
闘
っ
た
こ
と
の
あ
る
奴
等
の
檻
の
前
に
佇
ん
で
い
た
。

　
百
獣
の
王
・
ラ
イ
オ
ン
で
あ
る
。

　
彼
等
も
ま
た
、
獣
人
族
で
あ
っ
た
。
闘
い
に
敗
れ
、
『
月
』
の
力
に
よ
っ
て

獣
人
族
と
し
て
の
記
憶
と
能
力
を
０
に
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
楽
し
い
か
？
」

　
そ
の
質
問
に
答
え
る
よ
う
に
、
ラ
イ
オ
ン
達
は
そ
れ
ぞ
れ
吼
え
叫
ん
だ
。

「
そ
う
か
・
・
・
」
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そ
う
呟
い
た
ア
ル
の
顔
に
は
、
笑
み
が
薄
ら
と
見
え
て
い
た
。

　
１
度
、
空
を
仰
ぎ
見
て
、
ア
ル
は
そ
の
足
を
踏
み
出
し
た
。
『
情
報
屋
』
の

仕
事
を
開
始
す
る
た
め
に
・
・
・
。
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１
の
話
：
別
れ
↓
始
ま
り
（
後
書
き
）

始
ま
り
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
続
・
『
生
き
た
証
』
！
！
　
　
タ
イ
ト
ル
が
変

わ
っ
て
い
る
の
で
次
に
閲
覧
す
る
時
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
'

∀
'

●
）
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２
の
話
：
始
ま
り
↓
展
開
（
前
書
き
）

遅
く
な
り
ま
し
た
　
　
　
　
　
今
回
は
長
く
、
分
か
り
や
す
く
す
る
の
に
時
間

が
く
い
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
ｍ
（
＿
＿
）

ｍ
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２
の
話
：
始
ま
り
↓
展
開

　
１
０
年
前
と
は
随
分
変
わ
っ
た
街
並
み
。
だ
が
、
変
わ
っ
て
な
い
も
の
も
あ

り
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
気
分
に
な
る
街
。

　
黒
い
ニ
ッ
ト
帽
、
薔
薇
の
絵
柄
の
付
い
た
眼
帯
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
銀
の
ピ
ア

ス
、
銀
の
ク
ロ
ス
ハ
ー
ツ
。
ほ
ぼ
黒
で
身
を
包
ん
で
、
ア
ル
は
ク
リ
ス
マ
ス
間

近
の
街
並
み
を
歩
い
て
い
た
。

　
目
立
つ
と
い
え
ば
目
立
つ
が
、
こ
の
時
期
だ
・
・
・
。
み
～
ん
な
浮
か
れ
て

気
に
な
ど
し
て
い
な
い
。

「
っ
と
ぉ
。
こ
こ
ら
に
す
っ
か
・
・
・
」

　
ア
ル
は
足
を
止
め
、
目
の
前
の
公
園
に
目
を
付
け
た
。

　
ア
ル
が
見
つ
け
た
公
園
に
は
で
っ
か
い
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
て
い

た
。

「
こ
こ
は
・
・
・
変
わ
っ
た
な
ぁ
」

　
そ
う
呟
き
、
辺
り
を
見
回
す
。

　
こ
こ
は
か
つ
て
、
ア
イ
ツ
等
と
共
に
彼
等
を
倒
し
た
場
所
。
彼
等
の
暴
走
を

止
め
た
場
所
。
ア
イ
ツ
等
と
別
れ
を
告
げ
た
場
所
。
か
つ
て
空
き
地
だ
っ
た
場

所
・
・
・
。

　
耳
を
澄
ま
せ
ば
、
平
和
的
な
子
供
達
の
は
し
ゃ
ぐ
声
。

　
犬
と
人
間
の
話
し
声
。

「
げ
っ
！
」
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知
っ
て
る
顔
に
ア
ル
は
息
を
呑
む
。
ど
ん
な
に
姿
を
替
え
て
も
、
バ
レ
る
奴

に
は
バ
レ
る
の
だ
。

　
ア
ル
は
獣
人
族
。
だ
が
、
ハ
ー
フ
だ
。
（
※
【
生
き
た
証
】
参
照
）

　
心
の
『
匂
い
』
を
解
放
し
て
、
普
通
の
人
間
の
ふ
り
を
す
る
。
こ
う
す
れ
ば

バ
レ
る
心
配
も
無
い
。

　
そ
の
犬
と
人
間
は
、
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
ア
ル
の
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
。

ど
う
や
ら
、
近
く
の
広
場
に
用
が
あ
る
ら
し
い
。

　
小
さ
く
な
る
後
ろ
姿
に
胸
を
撫
で
降
ろ
す
。

　
バ
レ
な
か
っ
た
・
・
・
。

　
と
思
い
き
や
、
犬
が
人
間
を
待
た
せ
て
ア
ル
の
下
へ
ト
テ
ト
テ
と
歩
い
て
行

っ
た
。
薄
く
笑
う
犬
の
表
情
か
ら
し
て
、
バ
レ
て
い
た
よ
う
だ
。

「
生
き
て
た
か
？
キ
ー
ル
」

「
お
前
も
な
。
銀
星
」

　
腐
れ
縁
と
い
う
や
つ
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
こ
の
２
人
が
出
会
う
の
は
こ
れ
で

３
度
目
だ
。

　
見
つ
め
合
う
２
人
は
笑
い
合
っ
た
。
懐
か
し
い
光
景
に
、
懐
か
し
い
気
分
に

な
っ
た
の
が
面
白
可
笑
し
か
っ
た
の
だ
。

「
キ
ー
ル
・
・
・
」

「
い
や
、
今
は
『
ア
ル
テ
ミ
ス
・
き
ら
・
夜
王
』
だ
。
長
い
か
ら
『
ア
ル
』
で

い
い
ぜ
」
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「
・
・
・
そ
う
か
。
で
は
、
ア
ル
。
何
故
お
前
は
こ
こ
に
い
る
ん
だ
？
」

「
あ
る
獣
人
族
か
ら
の
情
報
で
な
、
ア
イ
ツ
が
普
通
犬
に
な
っ
た
ん
だ
っ
て
？
」

　
淡
々
と
話
し
、
銀
星
は
ア
ル
の
情
報
に
溜
息
を
吐
く
。

　
確
か
に
今
、
獣
人
族
で
は
な
く
な
っ
た
者
が
い
る
。
そ
い
つ
は
１
０
年
前
に

共
に
闘
っ
た
１
匹
で
も
あ
っ
た
。

　
銀
星
は
、
未
だ
に
能
力
の
戻
ら
な
い
そ
い
つ
と
ア
ル
の
情
報
網
に
、
思
わ
ず

ち
か
ら

吐
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
・
・
・
ま
さ
か
・
・
・
」

「
あ
あ
！
顔
を
拝
み
た
く
な
っ
て
な
！
」

　
銀
星
の
嫌
な
予
感
は
当
た
っ
た
。

　
再
び
溜
息
を
吐
く
銀
星
を
横
目
に
、
そ
れ
に
・
・
・
、
と
言
葉
を
続
け
る
。

「
オ
レ
の
寿
命
も
近
い
み
た
い
で
な
」



11

「
そ
う
か
」

　
暫
く
の
間
が
空
き
、
た
だ
一
言
、
銀
星
は
納
得
し
た
よ
う
に
呟
い
た
。
そ
の

予
想
外
の
反
応
に
、
ア
ル
は
た
だ
苦
笑
し
た
。

「
じ
ゃ
、
俺
は
カ
オ
ル
と
散
歩
だ
か
ら
・
・
・
」

「
あ
あ
。
ま
た
、
逢
え
る
と
い
い
な
」
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【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
－
タ
ケ
ト
】

　
サ
ル
サ
が
言
葉
を
話
さ
な
く
な
っ
て
１
０
年
が
過
ぎ
た
。
そ
し
て
、
今
で
も

ま
だ
あ
の
頃
の
ま
ま
だ
。

　
言
葉
は
無
い
け
ど
、
あ
の
頃
と
日
常
生
活
は
変
わ
っ
て
な
い
。
全
く
・
・
・

毎
日
、
毎
日
疲
れ
る
よ
・
・
・
。

　
あ
あ
・
・
・
。

　
ま
た
呼
び
出
し
だ
・
・
・
。

「
な
ん
だ
よ
サ
ル
サ
。
い
く
ら
、
今
日
が
休
み
だ
か
ら
っ
て
・
・
・
・
。
分
か

っ
た
、
分
か
っ
た
。
散
歩
だ
ろ
？
さ
、
行
く
ぞ
」

　
今
い
る
の
は
病
院
。
こ
こ
が
今
住
ん
で
い
る
所
だ
。

　
兄
貴
は
い
な
い
。
今
か
ら
２
年
く
ら
い
前
に
、
漸
く
毬
愛
さ
ん
と
所
帯
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

　
兄
貴
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
俺
を
面
倒
見
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら

で
・
・
・
。
え
っ
と
、
俺
も
一
人
前
に
な
っ
た
と
い
う
訳
で
・
・
・
。

　
は
い
・
・
・
獣
医
で
す
。

　
ウ
ォ
ウ
！
と
元
気
に
返
事
を
し
た
サ
ル
サ
に
リ
ー
ド
を
付
け
て
、
散
歩
に
出

掛
け
る
仕
度
を
す
る
。

　
何
か
を
感
じ
た
の
か
、
俺
と
リ
ー
ド
を
引
き
離
し
サ
ル
サ
は
玄
関
に
向
か
っ

て
走
り
だ
し
た
。
こ
う
い
う
時
は
大
抵
、
美
也
ち
ゃ
ん
が
来
た
と
か
、
銀
星
が
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来
た
と
か
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
こ
の
時
は
ど
こ
か
様
子
が
変
だ
っ
た
。

「
あ
、
お
い
っ
！
サ
ル
・
・
・
・
サ
・
・
・
」

　
俺
が
サ
ル
サ
に
追
い
付
い
た
時
に
は
、
サ
ル
サ
は
外
に
い
た
。

　
玄
関
に
は
、
俺
と
サ
ル
サ
と
も
う
１
人
・
・
・
。

　
黒
一
色
に
身
を
包
ん
だ
、
俺
と
同
じ
く
ら
い
の
年
の
青
年
。
綺
麗
な
顔
立
ち

で
、
俺
よ
り
も
大
人
び
て
い
て
。

　
そ
の
人
は
、
俺
と
サ
ル
サ
を
見
て
い
た
。
黙
っ
た
ま
ま
・
・
・
ず
っ
と
―
―

―
。

「
あ
、
あ
の
ぉ
・
・
・
？
」

「
・
・
・
・
」

　
声
を
掛
け
る
と
、
そ
の
人
は
薄
笑
い
を
顔
に
浮
か
べ
て
い
な
く
な
っ
た
。

　
暫
く
呆
然
と
し
て
い
た
け
ど
、
サ
ル
サ
の
”
お
散
歩
コ
ー
ル
”
で
我
に
戻
っ

て
、
嫌
々
な
が
ら
散
歩
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

「
あ
ん
た
、
岩
瀬
タ
ケ
ト
？
」

　
後
ろ
か
ら
俺
の
名
前
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
た
。

　
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
中
性
的
な
顔
立
ち
の
子
供
が
立
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
も
う
１
度
俺
の
名
前
を
呼
ぶ
。

「
ね
ぇ
！
違
う
の
？
」
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「
え
？
あ
あ
、
そ
う
・
・
・
だ
け
ど
？
」

「
あ
っ
そ
。
じ
ゃ
、
そ
い
つ
が
『
サ
ル
サ
』
だ
ね
？
」

　
そ
う
言
っ
て
、
ま
じ
ま
じ
と
サ
ル
サ
を
見
つ
め
て
い
る
。
珍
し
い
も
の
を
見

る
よ
う
な
瞳
で
。

「
ボ
ク
は
レ
ン
。
能
力
を
な
く
し
た
獣
人
族
の
『
サ
ル
サ
』
と
『
岩
瀬
タ
ケ
ト
』

に
伝
言
を
預
か
っ
て
来
た
。
ボ
ク
の
主
人
が
、
元
に
戻
る
方
法
を
教
え
て
く
れ

る
っ
て
さ
」

　
今
、
な
ん
て
？

　
元
に
戻
る
方
法
・
・
・
！
？

　
俺
も
サ
ル
サ
も
目
を
丸
く
し
た
。
な
ん
て
っ
た
っ
て
、
サ
ル
サ
が
元
に
戻
れ

る
！
！

　
レ
ン
と
か
っ
て
名
乗
っ
て
た
子
供
は
、
俺
達
を
呆
れ
た
様
子
で
見
て
る
。

「
ほ
、
本
当
に
・
・
・
？
元
に
・
・
・
戻
れ
る
・
・
・
の
？
」

「
そ
ぅ
！
ボ
ク
に
付
い
て
来
な
よ
。
主
人
が
待
っ
て
る
」

　
そ
う
言
っ
て
レ
ン
君
（
？
）
は
元
の
姿
に
―
―
―
狐
の
よ
う
な
姿
に
戻
っ
た
。
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小
さ
く
て
、
大
き
な
耳
が
特
徴
的
な
動
物
・
・
・
近
頃
流
行
り
始
め
た
フ
ェ

ネ
ッ
ク
と
か
い
う
動
物
だ
ろ
う
。

　
ヨ
チ
ヨ
チ
と
歩
く
レ
ン
君
を
抱
き
抱
え
て
、
案
内
さ
れ
る
ま
ま
歩
い
て
行
っ

た
。
話
し
を
聞
く
だ
け
で
も
・
・
・
と
思
い
、
サ
ル
サ
の
散
歩
の
変
わ
り
に
―

―
―
と
踏
み
出
し
た
１
歩
だ
っ
た
。

　
思
い
返
す
と
こ
れ
が
、
始
ま
り
だ
っ
た
―
―
―
。

【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
ア
ル
】

　
さ
て
、
顔
も
見
た
し
バ
レ
て
る
様
子
も
無
い
し
な
・
・
・
。
少
し
お
ち
ょ
く

り
に
で
も
・
・
・
・
・
っ
て
、
な
ん
だ
ア
イ
ツ
？
『
匂
い
』
が
分
か
ら
な
い
っ

て
こ
と
は
、
獣
人
族
か
・
・
・
。
―
―
―
に
し
て
も
、
な
ん
だ
？
元
に
戻
る
方

法
だ
と
？
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怪
し
い
。
怪
し
す
ぎ
る
。

　
っ
て
！
タ
ケ
ト
、
な
ん
で
付
い
て
行
く
ん
だ
よ
！
！

　
相
変
わ
ら
ず
単
純
な
奴
・
・
・
。
い
い
話
に
は
裏
が
あ
る
っ
て
い
う
格
言
を

し
ら
ん
の
か
。

　
～
～
～
っ
！
！

　
き
・
に
・
な
・
る
～
～
！

　
気
に
し
た
く
な
い
が
、
サ
ル
サ
は
あ
の
調
子
だ
し
、
タ
ケ
ト
は
単
純
だ
し
・
・

・
。

　
ダ
ア
ッ
！

　
し
ょ
う
が
な
い
。
付
い
て
行
く
と
す
る
か
・
・
・
。

【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
Ｏ
Ｕ
Ｔ
】

　
一
見
、
ペ
ッ
ト
の
散
歩
に
も
見
え
る
姿
。
タ
ケ
ト
は
レ
ン
を
抱
き
、
案
内
さ

れ
る
ま
ま
歩
く
。
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そ
の
隣
に
サ
ル
サ
。

　
そ
の
ず
っ
と
遠
く
に
ア
ル
が
い
る
。

「
ま
だ
着
か
な
い
の
？
」

「
も
う
、
す
ぐ
そ
こ
。
ほ
ら
、
コ
コ
だ
よ
」

　
そ
う
言
っ
て
レ
ン
の
示
す
方
向
に
は
、
で
っ
か
い
屋
敷
が
・
・
・
。

『
で
っ
か
！
！
！
』

「
？
」

　
タ
ケ
ト
は
後
ろ
を
振
り
向
く
。
身
を
潜
め
、
ア
ル
は
口
を
塞
ぐ
。

「
ど
う
し
た
の
さ
？
早
く
行
き
な
よ
」

「
え
？
あ
ぁ
、
う
ん
」

　
タ
ケ
ト
は
向
き
直
り
、
屋
敷
へ
と
足
を
運
ん
だ
。



18

【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
タ
ケ
ト
】

　
レ
ン
君
の
言
わ
れ
た
通
り
に
歩
く
と
大
広
間
へ
と
辿
り
着
い
た
。
そ
こ
に
は

大
き
な
赤
い
１
人
用
の
椅
子
。

　
暖
炉
の
火
が
パ
チ
パ
チ
と
火
花
を
あ
げ
て
、
屋
敷
と
レ
ン
君
の
主
人
だ
と
名

乗
る
男
の
子
の
人
が
い
た
。

　
真
っ
黒
の
髪
に
、
真
っ
黒
の
瞳
で
俺
と
サ
ル
サ
を
眺
め
て
い
る
み
た
い
だ
。

「
初
め
ま
し
て
。
私
は
バ
ロ
ン
、
日
本
人
だ
が
・
・
・
本
名
は
伏
せ
さ
せ
て
も

ら
う
よ
」

「
サ
ル
サ
を
・
・
・
元
に
戻
す
っ
て
・
・
・
？
」

　
主
人
が
名
乗
っ
た
直
後
、
俺
は
唐
突
に
質
問
し
た
。
バ
ロ
ン
さ
ん
の
本
名
な

ん
て
今
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。

　
早
く
・
・
・
早
く
知
り
た
い
。
サ
ル
サ
と
ま
た
、
話
が
し
た
い
！

　
俺
の
質
問
に
答
え
る
よ
う
に
、
小
さ
な
ビ
ン
を
差
し
出
し
て
い
る
。
そ
れ
を

手
に
取
り
、
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
て
ビ
ン
の
蓋
を
開
け
て
み
る
。

　
ふ
ぅ
わ
り
と
漂
う
甘
い
香
り
。
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そ
の
臭
い
は
、
サ
ル
サ
の
鼻
腔
を
く
す
ぐ
っ
た
ら
し
く
・
・
・
・
。

「
臭
っ
！
！
？
」

　
と
、
声
が
―
―
―
―
―
―

　
声
が
・
・
・
？

　
し
た
よ
ね
？
今
・
・
・
！

「
サ
ル
サ
！
？
」

「
タ
ケ
ト
？
俺
は
・
・
・
話
し
て
い
る
の
か
？
」

　
し
て
い
る
！
ち
ゃ
ん
と
し
て
る
よ
！
！

　
言
葉
に
し
た
い
気
持
ち
は
大
き
過
ぎ
て
、
た
だ
首
を
振
る
こ
と
し
か
で
き
な

か
っ
た
。

　
１
０
年
ぶ
り
の
親
友
の
声
。
昔
と
ま
る
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
懐
か
し
い
気
持
ち
と
、
嬉
し
い
気
持
ち
が
一
気
に
俺
の
瞳
を
涙
で
一
杯
に
し

た
。



20

【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
ア
ル
】

　
広
い
屋
敷
だ
が
、
殺
風
景
と
は
あ
ま
り
違
う
。
暖
炉
の
火
が
燃
え
る
音
と
、

タ
ケ
ト
達
の
声
し
か
聞
こ
え
な
い
。

　
最
近
ま
で
空
き
家
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
証
拠
に
、
廊
下
に
は
ま
だ
埃
が
残

っ
て
い
る
。

　
バ
ロ
ン
と
か
言
っ
て
た
な
・
・
・
。

　
あ
い
つ
、
な
ん
の
つ
も
り
だ
？
元
に
戻
る
方
法
な
ら
、
何
故
他
人
に
教
え
る

必
要
が
あ
る
？
オ
レ
な
ら
独
り
占
め
に
し
て
、
ず
っ
と
黙
っ
て
い
る
ぞ
？

　
そ
れ
に
・
・
・
こ
の
香
り
は
―
―
―
？

　
こ
れ
は
、
調
べ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
あ
の
瓶
の
中
身
も
、
あ
の
バ
ロ
ン
っ
て
奴
も
、
臭
い
や
が
る
ぜ
・
・
・
。

‐
一
週
間
後
‐

　
あ
れ
か
ら
一
週
間
。

　
や
は
り
、
タ
ケ
ト
達
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
急
に
能
力
が
戻
っ
た
サ
ル
サ
に

疑
念
を
持
っ
た
銀
星
が
訪
ね
て
来
た
。

　
は
は
は
・
・
・
。
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や
っ
ぱ
、
気
付
く
わ
な
・
・
・
。
あ
れ
だ
け
喋
る
よ
う
に
な
れ
ば
。

　
も
う
そ
ろ
そ
ろ
来
る
頃
だ
ろ
う
。

　
ん
？
何
す
る
か
っ
て
？

　
勿
論
、
仕
事
だ
よ
。
し
・
ご
・
と
。

　
銀
星
も
付
い
て
行
く
ら
し
い
か
ら
な
。
今
、
待
ち
合
わ
せ
中
。

　
お
！
噂
を
す
れ
ば
な
ん
と
や
ら
。

「
す
ま
ん
、
カ
オ
ル
を
説
得
す
る
の
に
時
間
が
掛
か
っ
た
」

「
気
に
す
ん
な
。
じ
ゃ
、
行
く
か
」

「
”
行
く
”
っ
て
、
ど
こ
に
行
く
つ
も
り
だ
？
」

　
銀
星
の
姿
を
見
る
な
り
、
足
を
運
ぶ
と
い
き
な
り
止
め
ら
れ
た
。

　
ま
だ
言
っ
て
な
か
っ
た
な
・
・
・
そ
う
い
え
ば
・
・
・
。
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２
の
話
：
始
ま
り
↓
展
開
（
後
書
き
）

で
は
、
次
回
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
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３
の
話
：
展
開
↓
疑
惑
（
前
書
き
）

皆
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
あ
、
そ
ろ
そ

ろ
ネ
タ
の
限
界
に
突
入
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
・
・
・
（
Т
ω
ヽ
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ケ
ト
と
サ
ル
サ
、
ア
ル
テ
ミ
ス
（
キ
ー
ル
）

と
銀
星
　
　
　
そ
し
て
、
あ
の
『
匂
い
』
の
正
体
と
は
・
・
・
！
！
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３
の
話
：
展
開
↓
疑
惑

　
謎
の
人
物
・
バ
ロ
ン
に
よ
っ
て
、
獣
人
族
と
し
て
の
能
力
を
取
り
戻
し
た
サ

ち
か
ら

ル
サ
。
だ
が
、
そ
れ
に
疑
念
を
抱
い
た
ア
ル
は
銀
星
と
共
に
情
報
を
集
め
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
・
・
・
。

【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
ア
ル
】

　
取
り
敢
え
ず
、
サ
ル
サ
の
能
力
が
戻
っ
た
事
態
を
銀
星
に
そ
の
ま
ま
伝
え
る

こ
と
に
し
た
。

　
ど
ー
せ
、
隠
し
た
っ
て
す
ぐ
バ
レ
る
し
・
・
・
隠
す
こ
と
も
無
い
し
・
・
・
。

　
ま
、
そ
れ
で
納
得
し
て
く
れ
た
ん
だ
が
・
・
・
。

「
先
ず
は
”
聴
き
込
み
”
だ
な
。
あ
の
屋
敷
付
近
に
在
住
し
て
る
奴
等
か
ら
情

報
を
貰
わ
な
い
と
話
に
な
ら
ん
」

「
オ
レ
の
仕
事
取
る
な
よ
な
～
」

　
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
な
が
ら
オ
レ
達
は
歩
い
て
行
っ
た
。

‐
屋
敷
付
近
‐

　
や
っ
ぱ
り
、
ア
イ
ツ
等
は
こ
こ
最
近
現
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
場
所
に
巣
を
創
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っ
て
ず
っ
と
生
活
し
て
い
た
鳥
達
か
ら
聴
い
た
情
報
だ
。

　
人
気
の
無
い
こ
の
場
所
は
、
鳥
達
に
と
っ
て
穴
場
と
も
言
え
る
絶
好
の
場
所

だ
っ
た
ら
し
い
。

『
あ
の
・
・
・
』

　
そ
の
声
は
、
オ
レ
達
の
後
ろ
か
ら
聞
こ
え
た
。

　
そ
こ
に
は
小
さ
な
犬
の
子
供
が
尻
尾
を
股
の
下
に
入
れ
て
、
明
ら
か
に
怯
え

た
様
子
で
座
っ
て
い
た
。

『
ぼ
く
、
あ
の
ひ
と
た
ち
が
い
つ
き
た
の
か
し
っ
て
ま
し
ゅ
』

　
辺
り
に
母
親
の
姿
は
見
え
な
い
。
子
犬
は
ま
だ
喋
り
慣
れ
て
い
な
い
様
子
で
、

オ
レ
達
に
声
を
掛
け
て
き
た
。

　
恐
ら
く
、
こ
の
子
犬
の
母
親
は
・
・
・
ア
イ
ツ
等
に
・
・
・
。

「
お
前
、
母
親
は
？
」

　
オ
レ
の
質
問
に
、
子
犬
は
肩
を
竦
め
た
。

　
隠
そ
う
と
し
て
い
た
”
匂
い
”
が
一
気
に
溢
れ
出
す
。

　
・
・
・
な
る
ほ
ど
。
そ
ー
く
る
か
。

「
銀
。
子
犬
、
見
て
い
て
く
れ
」

コ
イ
ツ

「
そ
れ
は
構
わ
な
い
が
・
・
・
。
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
？
」
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「
本
人
達
に
聞
い
て
来
る
」

　
お
ー
、
お
ー
。

　
そ
ん
な
に
目
を
見
開
い
ち
ゃ
っ
て
ま
ぁ
・
・
・
。

　
眉
間
に
皺
よ
せ
ん
な
っ
て
。
跡
に
な
る
ぞ
・
・
・
。

　
オ
レ
の
心
配
な
ど
気
に
も
し
て
い
な
い
様
子
で
、
説
教
垂
れ
て
い
た
銀
星
も
、

子
犬
の
”
匂
い
”
に
気
が
付
い
た
よ
う
だ
。

　
わ
ざ
わ
ざ
子
犬
を
使
っ
て
、
情
報
を
く
れ
る
っ
て
こ
と
は
・
・
・
も
う
、
バ

レ
て
る
可
能
性
が
高
い
。

　
な
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
ハ
ナ
シ
。

「
・
・
・
・
気
を
付
け
ろ
よ
」

　
散
々
、
説
教
し
て
お
い
て
そ
れ
だ
け
か
よ
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
屋
敷
へ
と
足
を
踏
み
出
し
た
。
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【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
Ｏ
Ｕ
Ｔ
】

「
初
め
ま
し
て
。
情
報
屋
さ
ん
」

　
ア
ル
の
訪
問
に
、
驚
き
も
し
な
け
れ
ば
唖
然
と
も
し
な
い
。
バ
ロ
ン
は
含
み

笑
い
の
後
に
、
ア
ル
を
『
情
報
屋
』
と
呼
ん
だ
。

　
自
己
紹
介
は
既
に
済
ま
し
て
い
る
。

　
バ
ロ
ン
は
ア
ル
の
本
当
の
正
体
は
知
ら
な
い
よ
う
だ
。

　
レ
ン
も
、
未
だ
未
熟
だ
か
ら
か
ア
ル
の
”
匂
い
”
に
も
気
が
付
い
て
い
な
い
。

　
ア
ル
に
と
っ
て
は
好
都
合
で
あ
る
。

「
で
、
ご
用
件
を
伺
い
ま
し
ょ
う
か
？
」

　
バ
ロ
ン
は
早
速
、
話
の
本
題
に
移
っ
た
。

　
回
り
く
ど
い
こ
と
が
嫌
い
な
ア
ル
は
助
か
っ
た
。
ど
う
や
ら
、
２
人
の
性
格

は
に
て
い
る
ら
し
い
。

「
今
か
ら
少
し
前
、
あ
ん
た
は
あ
る
青
年
に
小
瓶
を
渡
し
た
だ
ろ
？
ア
レ
、
オ

レ
に
も
く
れ
」

　
ア
ル
の
口
か
ら
出
た
『
小
瓶
』
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
、
身
体
が
ピ
ク
リ
と
反

応
す
る
。

　
だ
が
、
慌
て
る
様
子
も
無
く
冷
静
に
答
え
を
短
く
口
に
し
た
。

「
え
ぇ
、
ま
ぁ
」
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「
く
れ
」

「
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
」

　
ア
ル
は
あ
か
ら
さ
ま
に
嫌
そ
う
な
顔
を
し
た
。

　
バ
ロ
ン
は
も
う
一
度
、
冷
静
な
口
調
で
断
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
教
え
て
く
れ
。
ア
レ
は
何
だ
？
」

「
活
力
剤
で
す
よ
。
見
た
所
、
貴
方
は
大
丈
夫
そ
う
だ
・
・
・
・
必
要
性
が
あ

り
ま
せ
ん
よ
」

「
犬
用
の
か
？
」

　
ア
ル
は
意
地
悪
く
嘲
笑
い
な
が
ら
バ
ロ
ン
に
問
い
か
け
た
。

　
一
応
は
獣
人
族
の
端
く
れ
。
人
間
の
”
匂
い
”
な
ら
、
こ
の
１
０
年
で
嗅
ぎ

分
け
る
こ
と
く
ら
い
簡
単
に
な
っ
た
。

　
表
情
に
は
出
し
て
い
な
い
が
、
あ
れ
を
隠
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
バ
レ
バ
レ

な
の
だ
。

「
ア
ル
テ
ミ
ス
さ
ん
。
私
は
こ
れ
か
ら
仕
事
が
あ
り
ま
し
て
ね
・
・
・
。
申
し

訳
な
い
の
で
す
が
―
―
―
」

「
あ
い
よ
。
じ
ゃ
あ
、
失
礼
」

　
居
心
地
が
悪
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
バ
ロ
ン
は
席
を
立
ち
、
背
を
向
け
た
。

　
ア
ル
も
背
を
向
け
、
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
掛
け
る
。
そ
し
て
、
一
言
、
背
を
向

け
た
ま
ま
言
っ
た
。
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「
外
の
子
犬
の
親
、
さ
っ
さ
と
解
放
し
て
や
れ
よ
？
」

は
な

　
そ
の
ま
ま
、
ア
ル
は
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。

【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
ア
ル
】

　
確
か
に
・
・
・
バ
レ
て
た
な
。

　
オ
レ
が
情
報
屋
っ
て
こ
と
だ
け
だ
っ
た
が
、
あ
の
バ
ロ
ン
と
か
っ
て
野
郎
！

あ
ん
な
嫌
な
”
匂
い
”
は
初
め
て
だ
！
！

　
こ
り
ゃ
あ
・
・
・
ま
た
、
面
倒
な
こ
と
に
な
り
そ
ぉ
だ
（
汗
）
。

「
ア
ル
。
ど
う
だ
っ
た
？
！
」

　
背
後
か
ら
駆
け
寄
っ
て
来
た
銀
星
に
、
取
り
敢
え
ず
の
説
明
と
今
後
の
行
動
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の
予
定
を
話
し
て
お
い
た
。

　
そ
ろ
そ
ろ
、
太
陽
が
真
上
に
く
る
。

　
オ
レ
は
全
身
を
黒
で
包
み
、
一
度
銀
星
と
別
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
オ
レ
の
仕

事
だ
。

　
銀
星
に
は
、
タ
ケ
ト
達
の
監
視
を
頼
ん
だ
。

　
さ
ぁ
！
い
っ
ち
ょ
、
本
気
を
出
し
て
や
ろ
ー
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
！

【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
タ
ケ
ト
】

「
は
ぁ
～
」

　
今
、
す
っ
ご
く
幸
せ
だ
な
ぁ
。

　
な
ん
て
思
う
今
日
こ
の
頃
。

「
タ
、
タ
ケ
ト
。
す
ま
ぬ
、
ア
レ
を
・
・
・
」

　
今
、
一
つ
心
配
な
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
最
近
の
サ
ル
サ
だ
。

　
あ
の
小
瓶
の
中
の
臭
い
を
嗅
ぐ
回
数
が
増
え
て
来
て
い
る
こ
と
だ
。

　
銀
星
に
も
相
談
し
て
み
た
ん
だ
け
ど
、
次
の
日
に
は
あ
の
時
の
黒
い
服
の
人

が
家
に
忍
び
込
ん
で
た
し
・
・
・
。
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も
し
か
し
て
！
！

　
あ
の
時
に
、
瓶
の
中
に
何
か
盛
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
・
・
・
！
？

　
そ
う
だ
よ
！
そ
の
頃
か
ら
サ
ル
サ
の
様
子
が
お
か
し
く
な
っ
た
！

　
あ
の
人
が
怪
し
い
。

　
あ
の
人
は
最
初
か
ら
怪
し
か
っ
た
！
！

「
サ
ル
サ
。
バ
ロ
ン
さ
ん
の
所
に
行
こ
う
！
助
け
て
も
ら
お
う
！
」

「
と
、
い
う
わ
け
で
・
・
・
」

「
な
る
ほ
ど
・
・
・
。
そ
れ
で
私
の
所
に
？
」

　
黙
っ
て
頷
く
と
、
バ
ロ
ン
さ
ん
は
た
め
息
を
漏
ら
し
た
。
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落
ち
付
か
な
い
様
子
で
フ
ロ
ア
を
歩
き
回
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
、
た
め
息
を
漏
ら
し
て
足
を
止
め
る
。
そ
し
て
、
俺
達
に
背
中
を

向
け
た
。

　
こ
こ
は
、
例
の
屋
敷
。

　
来
て
み
た
も
の
の
・
・
・
。
取
り
敢
え
ず
、
俺
達
の
身
の
回
り
の
最
近
の
出

来
事
を
話
し
て
お
い
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
反
応
。

　
何
か
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
・
・
・
え
？
」

　
バ
ロ
ン
さ
ん
の
言
葉
に
、
思
わ
ず
聞
き
返
し
て
し
ま
っ
た
。

「
つ
い
先
日
、
こ
こ
に
も
来
た
よ
。
岩
瀬
タ
ケ
ト
君
、
彼
の
こ
と
を
何
か
知
っ

て
い
る
か
い
？
」

　
来
た
・
・
・
？
こ
の
屋
敷
に
・
・
・
？

　
一
体
、
何
を
し
に
？

「
い
い
え
、
知
り
ま
せ
ん
」

「
彼
の
名
前
は
『
ア
ル
テ
ミ
ス
・
き
ら
・
夜
王
』
。
自
ら
を
『
情
報
屋
』
と
呼

ん
で
い
た
」

　
情
報
屋
・
・
・
。
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「
彼
は
、
君
達
の
こ
と
を
調
べ
て
い
る
」

「
！
？
」

「
一
応
、
隠
し
て
お
い
た
が
・
・
・
。
気
付
か
れ
た
か
も
し
れ
な
い
」

　
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
。

　
彼
は
俺
達
・
・
・
獣
人
族
の
こ
と
を
調
べ
廻
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
そ
っ
ち
が
そ
の
気
な
ら
・
・
・
・
。

「
バ
ロ
ン
さ
ん
。
俺
達
は
闘
い
ま
す
」

【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
ア
ル
】

　
銀
星
に
聞
い
た
所
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
あ
る
は
ず
・
・
・
・
。
っ
と
、
あ
っ

た
。

　
い
つ
嗅
い
で
も
嫌
な
”
匂
い
”
だ
。

　
タ
ケ
ト
と
サ
ル
サ
に
は
悪
い
が
、
数
滴
も
ら
っ
て
お
こ
う
。
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ト
ン
、
ト
ン
、
ト
ン
、
ト
ン
・
・
・
。

　
一
定
の
リ
ズ
ム
。

　
刻
ま
れ
る
足
音
。
オ
レ
が
そ
れ
に
気
が
付
い
た
の
は
、
部
屋
の
前
で
足
音
が

止
ま
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
慌
て
て
身
を
隠
し
な
が
ら
部
屋
を
出
た
が
・
・
・
。

　
見
つ
か
っ
た
か
も
し
れ
ん
な
～
。

　
因
み
に
こ
こ
は
、
動
物
園
。

　
数
倍
に
薄
め
た
あ
の
液
体
の
実
験
の
た
め
に
来
た
。

　
勝
手
な
話
だ
な
・
・
・
。

　
オ
レ
の
都
合
で
、
動
物
達
で
実
験
し
よ
う
だ
な
ん
て
な
。

　
だ
が
、
そ
の
必
要
も
無
い
ら
し
い
。

　
既
に
、
実
験
の
結
果
が
見
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　
オ
レ
が
こ
こ
に
来
て
ま
だ
一
分
も
し
な
い
と
い
う
の
に
、
そ
の
種
類
の
動
物

だ
け
が
反
応
し
て
い
る
の
だ
。

　
狐
、
狸
、
そ
し
て
狼
。

　
ど
れ
も
、
犬
科
の
動
物
ば
か
り
だ
。
や
は
り
、
こ
の
液
体
は
犬
に
関
連
が
あ

る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
あ
と
は
、
こ
の
液
体
の
正
体
だ
な
。
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キ
キ
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
！
！

　
ド
ン
ッ
！
！
！

　
動
物
園
か
ら
離
れ
た
商
店
街
付
近
。
そ
の
”
匂
い
”
は
す
ぐ
に
現
れ
た
。

　
車
通
り
の
多
い
こ
こ
ら
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。

　
ま
た
、
不
運
な
事
故
で
動
物
の
小
さ
な
命
が
潰
え
る
。

　
そ
の
瞬
間
だ
っ
た
。

　
『
生
き
た
い
』
『
死
に
た
く
な
い
』
と
い
う
『
生
』
へ
の
執
着
心
。

　
『
も
し
・
・
・
』
『
こ
う
し
て
お
け
ば
』
と
い
う
『
過
去
』
へ
の
羞
恥
心
。

　
『
こ
い
つ
さ
え
い
な
け
れ
ば
』
『
憎
い
！
』
と
い
う
『
彼
の
者
』
へ
の
憎
し

み
。

　
そ
れ
ら
が
全
て
混
じ
り
、
嫌
な
”
匂
い
”
を
発
す
る
。

　
小
瓶
の
中
の
”
匂
い
”
と
ほ
ぼ
同
じ
。

「
ヤ
バ
イ
・
・
・
！
」

　
そ
う
、
ヤ
バ
イ
。
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タ
ケ
ト
が
サ
ル
サ
に
与
え
て
い
る
の
は
、
犬
達
の
『
憎
悪
』
。
『
生
』
へ
の

執
着
心
が
勝
っ
て
い
る
か
ら
、
サ
ル
サ
の
能
力
が
復
活
し
た
の
だ
。

　
そ
し
て
、
あ
れ
は
長
く
続
か
な
い
。
使
用
す
れ
ば
抗
体
が
出
来
る
。
抗
体
が

出
来
る
と
、
以
前
の
使
用
量
、
回
数
が
増
え
る
。

　
要
は
、
麻
薬
等
と
同
じ
仕
組
み
だ
。

　
早
く
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
・
・
・
。

【
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
‐
タ
ケ
ト
】

「
タ
ケ
ト
。
本
当
に
闘
う
つ
も
り
か
？
俺
は
構
わ
ん
が
・
・
・
お
前
は
そ
れ
で

い
い
の
か
？
」

「
い
い
ん
だ
！
俺
達
の
邪
魔
は
さ
せ
な
い
」

「
・
・
・
・
」

　
闘
う
決
意
の
後
か
ら
、
サ
ル
サ
は
そ
れ
し
か
言
わ
な
い
。
俺
だ
っ
て
強
く
な

っ
た
つ
も
り
だ
。

　
子
供
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！

　
多
分
、
サ
ル
サ
も
分
か
っ
て
る
・
・
・
。

　
俺
の
こ
と
が
心
配
な
だ
け
な
ん
だ
と
思
う
。
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「
心
配
し
な
い
で
よ
。
俺
な
ら
、
大
丈
夫
だ
か
ら
さ
」

　
今
出
来
る
だ
け
の
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
見
せ
て
み
る
。

　
サ
ル
サ
は
薄
笑
い
で
返
し
た
。

　
運
命
の
瞬
間
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
た
。
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３
の
話
：
展
開
↓
疑
惑
（
後
書
き
）

感
想
・
評
価
　
　
お
待
ち
し
て
ま
～
す
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４
の
話
：
疑
惑
↓
結
末
（
前
書
き
）

今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
　
長
い
よ
う
で
短
い
間
、
愛
読
し
て
頂
き
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ
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４
の
話
：
疑
惑
↓
結
末

　
『
時
』
と
は
短
い
も
の

　
『
時
』
と
は
長
い
も
の

　
『
時
』
と
は
逆
ら
え
な
い
も
の

　
『
時
』
を
越
え
た
世
界

　
私
は
そ
れ
を
見
て
み
た
い

「
ど
う
し
た
？
歌
な
ん
か
唄
っ
て
」

　
真
夜
中
の
寒
空
の
下
で
、
銀
色
の
獣
人
族
は
漆
黒
の
羽
根
の
主
に
問
い
か
け

た
。

　
満
月
が
よ
く
似
合
う
そ
の
主
は
、
”
別
に
・
・
・
”
と
素
っ
気
な
く
返
事
を

す
る
。

　
こ
の
月
が
沈
み
、
太
陽
が
昇
れ
ば
い
よ
い
よ
始
ま
る
。

　
か
つ
て
、
一
緒
に
闘
っ
た
仲
間
と
拳
を
交
え
る
『
時
』
が
近
付
い
て
来
る
。

　
銀
色
の
獣
人
族
・
銀
星
は
、
漆
黒
の
羽
根
の
主
・
ア
ル
テ
ミ
ス
に
着
く
こ
と

を
決
意
し
た
。

「
銀
。
オ
レ
が
逝
っ
た
ら
―
―
―
」
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「
馬
鹿
言
う
な
。
お
前
が
そ
ん
な
簡
単
に
逝
く
訳
な
い
だ
ろ
」

「
・
・
・
・
」

　
ア
ル
テ
ミ
ス
は
首
を
振
り
、
や
れ
や
れ
、
と
漏
ら
し
た
。

　
二
人
は
朝
ま
で
そ
う
や
っ
て
過
ご
し
た
。

　
曇
り
空
の
下
、
役
者
は
揃
っ
た
。

　
タ
ケ
ト
、
サ
ル
サ
、
バ
ロ
ン
、
レ
ン
、
ア
ル
テ
ミ
ス
、
銀
星
。

「
な
ん
の
用
だ
？
ア
ン
タ
に
呼
ば
れ
て
来
た
が
・
・
・
『
依
頼
』
じ
ゃ
あ
な
さ

そ
う
だ
な
」

　
ア
ル
テ
ミ
ス
は
い
つ
も
の
よ
う
に
黒
一
色
に
身
を
包
ん
で
い
る
。

　
そ
の
隣
に
い
る
銀
星
を
見
つ
め
て
、
タ
ケ
ト
は
息
を
飲
ん
だ
。

　
タ
ケ
ト
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（
な
ん
で
、
あ
っ
ち
に
銀
星
が
い
る
ん
だ
よ
。
銀
星
も
仲
間
な
の
・
・
・
？
）

　
タ
ケ
ト
の
考
え
な
ど
、
筒
抜
け
の
状
態
だ
っ
た
。
た
だ
で
さ
え
単
純
だ
と
い

う
の
に
、
タ
ケ
ト
と
バ
ロ
ン
以
外
は
獣
人
族
（
又
は
、
ハ
ー
フ
）
だ
か
ら
で
あ

る
。

「
お
前
、
単
純
す
ぎ
。
い
い
加
減
に
気
付
け
よ
・
・
・
。
そ
こ
の
男
に
騙
さ
れ

て
る
っ
て
」

　
痺
れ
を
切
ら
し
た
ア
ル
は
真
実
を
口
に
し
た
。
今
ま
で
集
め
た
情
報
、
そ
し

て
確
信
に
至
っ
た
。

　
バ
ロ
ン
の
計
画
。

　
そ
れ
は
、
犬
達
を
配
下
に
す
る
こ
と
。

　
お
そ
ら
く
、
サ
ル
サ
は
調
度
い
い
実
験
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　
バ
ロ
ン
が
最
終
的
に
計
画
し
て
い
た
の
は
―
―
―
―

「
―
―
―
世
界
統
一
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
」

　
淡
々
と
語
る
ア
ル
を
遮
り
、
今
ま
で
に
無
か
っ
た
冷
酷
な
口
調
は
誰
で
も
な

く
、
バ
ロ
ン
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
。

「
私
は
『
人
間
』
と
い
う
生
物
が
嫌
い
で
し
て
ね
。
世
界
の
生
物
が
皆
、
動
物

な
ら
・
・
・
と
考
え
た
の
で
す
よ
」

「
そ
の
初
め
の
実
験
台
が
・
・
・
」
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「
え
え
、
情
報
屋
さ
ん
。
彼
達
で
す
よ
」

　
バ
ロ
ン
は
”
ニ
ィ
・
・
・
”
と
笑
う
。
冷
た
く
、
笑
っ
て
い
な
い
笑
み
。

　
そ
し
て
、
命
じ
た
。

　
サ
ル
サ
に
―
―
―
―

「
そ
い
つ
を
殺
せ
！
計
画
を
知
っ
た
も
の
を
生
か
し
て
お
く
な
！
！
」

　
サ
ル
サ
は
抵
抗
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
も
初
め
の
う
ち
だ
け
だ
っ
た
。
今
ま
で

使
っ
て
き
た
あ
の
”
匂
い
”
を
作
り
上
げ
た
者
が
命
じ
た
の
だ
。

　
そ
う
簡
単
に
打
ち
破
れ
る
筈
も
無
い
。

「
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」

　
サ
ル
サ
の
身
体
が
変
化
す
る
。

　
犬
型
か
ら
獣
人
型
に
。

「
驚
き
ま
し
た
か
？
情
報
屋
さ
ん
。
彼
は
人
を
越
え
、
動
物
を
も
超
え
た
存
在

―
―
―
」

「
―
―
―
そ
れ
が
ど
ー
し
た
？
」

「
・
・
・
貴
方
の
隣
に
い
る
そ
の
犬
が
教
え
た
の
で
す
ね
？
」

　
ア
ル
テ
ミ
ス
は
首
を
横
に
振
る
。
そ
し
て
、
な
に
や
ら
い
そ
い
そ
と
動
き
始

め
た
。

　
ど
う
や
ら
、
気
に
入
っ
て
い
る
帽
子
や
上
着
、
眼
帯
な
ど
の
身
に
付
け
て
い
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る
物
を
外
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
・
・
・
ふ
ん
っ
！
」

　
地
面
に
足
の
裏
を
し
っ
か
り
と
着
け
、
腹
に
力
を
入
れ
た
息
を
漏
ら
す
。

　
そ
こ
に
は
、
銀
色
と
紫
色
の
瞳
の
獣
人
族
が
い
た
。

　
漆
黒
の
身
体
、
漆
黒
の
羽
根
・
・
・
。
タ
ケ
ト
は
知
っ
て
い
る
。
ず
っ
と
前
、

同
じ
獣
人
族
が
い
た
こ
と
を
。

　
だ
が
、
そ
の
者
は
も
う
存
在
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

　
銀
星
が
看
取
っ
た
は
ず
、
と
タ
ケ
ト
は
混
乱
し
て
い
た
。

「
オ
レ
の
名
は
『
ア
ル
テ
ミ
ス
・
き
ら
・
夜
王
』
。
バ
レ
る
と
厄
介
だ
っ
た
ん

で
な
、
偽
名
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
」

　
そ
こ
ま
で
は
、
少
し
変
わ
っ
た
自
己
紹
介
。
そ
し
て
、
ア
ル
は
爆
弾
発
言
を

始
め
る
。

「
本
当
の
名
は
『
月
神
キ
ー
ル
』
。
コ
ウ
モ
リ
の
獣
人
族
と
人
間
の
間
に
生
ま

れ
た
ハ
ー
フ
だ
」

「
！
？
！
？
！
？
」

　
バ
ロ
ン
は
目
を
見
開
い
た
。
今
ま
で
、
獣
人
族
と
人
間
の
ハ
ー
フ
な
ど
見
た

こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ア
ル
・
・
・
・
い
や
、
キ
ー
ル
は
ま
ず
、
自
分
の
腕
を
傷
着
け
た
。

　
血
管
を
切
っ
た
ら
し
い
。
濁
り
の
な
い
鮮
血
が
、
噴
水
の
よ
う
に
吹
き
出
し

た
。

　
だ
が
、
吹
き
出
し
た
鮮
血
は
い
く
ら
経
っ
て
も
地
面
に
落
ち
る
こ
と
は
な
く
、

宙
に
浮
い
て
球
の
型
を
保
っ
て
い
る
。
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そ
の
間
、
キ
ー
ル
の
傷
口
は
塞
が
っ
て
い
る
。

　
血
の
球
体
は
キ
ー
ル
の
意
志
だ
け
で
ウ
ネ
ウ
ネ
と
動
く
。

　
そ
う
。

　
こ
れ
が
、
キ
ー
ル
の
能
力
。
血
液
を
操
る
と
い
う
能
力
で
あ
る
。

「
・
・
・
は
ぁ
、
は
ぁ
。
タ
ケ
ト
。
バ
ロ
ン
の
言
う
こ
と
な
ん
か
信
じ
る
な
・
・

・
。
オ
レ
・
・
・
の
っ
！
・
・
・
・
っ
が
ぁ
！
！
」

「
キ
ー
ル
！
！
も
う
い
い
、
無
理
す
る
な
。
こ
の
ま
ま
だ
と
・
・
・
お
前
は
っ

！
！
」

　
獣
人
型
の
銀
星
が
慌
て
て
声
を
荒
げ
る
。
見
た
だ
け
で
分
か
る
か
ら
だ
。
キ

ー
ル
の
命
が
尽
き
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
・
・
・
。

　
獣
人
型
に
な
っ
た
だ
け
で
こ
の
状
況
だ
。
だ
が
、
キ
ー
ル
は
笑
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
が
最
期
だ
と
、
分
か
っ
て
い
た
。

　
ず
っ
と
前
か
ら
・
・
・
。

　
こ
の
町
に
辿
り
着
い
た
時
か
ら
・
・
・
。

　
過
去
を
振
り
返
っ
て
い
る
間
に
も
、
我
を
失
っ
た
サ
ル
サ
は
牙
を
向
け
て
来

る
。

　
そ
れ
も
―
―
―

　
―
―
―
見
境
無
し
に
。

　
つ
ま
り
、
タ
ケ
ト
も
・
・
・
で
あ
る
。

　
サ
ル
サ
に
そ
ん
な
意
識
は
無
い
。
恐
ら
く
、
あ
の
液
体
の
せ
い
・
・
・
。

　
”
待
て
”
を
掛
け
る
タ
ケ
ト
の
声
す
ら
届
い
て
い
な
い
。

　
誰
か
が
身
体
的
に
止
め
る
し
か
な
い
。
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誰
が
？

「
オ
レ
が
止
め
て
や
る
。
・
・
・
っ
て
言
っ
た
ら
、
お
前
は
手
伝
う
ん
だ
ろ
？

銀
星
」

　
月
灯
り
が
似
合
う
、
紫
色
の
獣
人
族
？

　
そ
れ
と
も
―
―
―

「
当
た
り
前
だ
」

　
月
灯
り
に
照
ら
さ
れ
た
、
銀
色
の
獣
人
族
？

　
―
―
―
否
。

　
両
方
だ
。

『
う
お
お
ぉ
っ
！
！
！
！
！
』
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「
前
に
も
あ
っ
た
な
・
・
・
。
こ
ん
な
感
じ
。
・
・
・
は
は
は
」

　
髪
を
染
め
て
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
て
、
変
装
し
て
・
・
・
・
。

　
『
自
分
』
と
い
う
存
在
を
な
く
し
て
、
結
局
―
―
―
バ
レ
て
存
在
が
復
活
し

て
、
再
び
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
狂
気
し
て
い
た
サ
ル
サ
と
牙
を
交
え
、
爪
を
交
え
た
。

　
あ
の
液
体
の
効
果
が
な
く
な
る
ま
で
、
獣
人
族
の
姿
の
ま
ま
で
。

「
は
は
は
、
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
？
」

　
半
ば
呆
れ
た
様
子
で
銀
星
は
呟
い
た
。

　
ゆ
っ
く
り
と
起
き
上
が
る
キ
ー
ル
に
、
皆
は
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
。

　
が
、
す
ん
な
り
と
立
ち
上
が
る
キ
ー
ル
に
皆
は
唖
然
と
し
た
。

　
腰
を
鳴
ら
し
、
首
を
鳴
ら
し
、
肩
を
回
す
キ
ー
ル
の
そ
の
姿
は
ま
る
で
オ
ヤ

ジ
。

　
最
後
に
、
ポ
ン
ポ
ン
、
と
足
の
埃
を
払
っ
て
歩
き
始
め
る
。
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「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
！
月
神
君
？
」

「
ん
？
」

「
も
う
、
行
く
の
？
」

「
あ
あ
」

　
短
い
や
り
取
り
。

　
で
も
、
少
し
寂
し
げ
な
会
話
。

　
半
分
人
間
の
キ
ー
ル
の
”
匂
い
”
は
、
銀
星
達
に
見
破
ら
れ
て
い
た
。

　
だ
が
、
銀
星
達
は
そ
れ
を
口
に
し
な
い
。

　
そ
れ
も
”
匂
い
”
で
分
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
サ
ル
サ
は
こ
れ
か
ら
が
大
変
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
告
げ
て
キ
ー
ル
は
翔
び
た

っ
た
。

　
タ
ケ
ト
は
、
キ
ー
ル
の
消
え
て
い
く
後
ろ
姿
を
眺
め
て
誓
う
。

　
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
と
。

　
サ
ル
サ
が
元
に
戻
る
ま
で
、
自
分
だ
け
を
信
じ
る
と
。

　
同
じ
く
、
キ
ー
ル
の
後
ろ
姿
を
眺
め
て
銀
星
も
誓
う
。

　
今
度
こ
そ
、
タ
ケ
ト
達
を
正
し
い
道
に
導
く
と
。

　
最
後
に
、
サ
ル
サ
も
誓
う
。

　
必
ず
、
元
に
戻
る
と
。

　
バ
ロ
ン
の
し
た
こ
と
、
己
の
し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
と
。
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そ
し
て
、
劇
の
幕
は
降
り
た
。

　
そ
れ
が
、
喜
劇
な
の
か
悲
劇
な
の
か
。

　
そ
れ
を
決
め
る
の
は
貴
方
次
第
・
・
・
・
。
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人
に
は
あ
ま
り
知
ら
さ
れ
て
な
い
、
あ
る
山
荘
。

　
そ
の
脇
に
は
墓
が
あ
る
の
を
、
貴
方
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
知
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
墓
に
彼
の
好
き
だ
っ
た
花
を
供
え
て
あ
げ
て
下
さ

い
。

　
漆
黒
の
羽
根
を
持
っ
た
、
紫
色
の
戦
士
に
―
―
―
―
―

Ｆ
ｉ
ｎ
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４
の
話
：
疑
惑
↓
結
末
（
後
書
き
）

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
～
　
な
ん
か
、
最
後
の
ほ
う
適
当
だ
っ
た
よ
う
な
・
・

・
（
‾
□
‾
；
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

ま
ぁ
、
キ
ー
ル
は
優
し
い
の

で
、
パ
ン
チ
一
発
で
許
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
（
／
＿
¥
；
）
　
　
　
で
は
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

銀色と紫色
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